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イ ノ ベ ー シ ョ ンの 構 造

徐 方 啓

要約1990年 代以来,イ ノベー シ ョンについての研究は 日本で も盛ん に行われてい る。 しか

し,そ の研究成果は必ず しもあ るべ き段階に達 した とは言えない。特 に,イ ノベー シ ョンの

構造 についての研究 は,欧 米の研究成果を引用す るものが多 く,独 自の ものが少ない と思わ

れ る。 したが って,本 稿 はイ ノベ ー シ ョンとい う言葉 の語源 と 日本で の応 用,お よびイ ノ

ベー シ ョンの定義を検討 した うえ,イ ノベー シ ョンの構造を解明 しよ うとす るものであ る。
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Abstract Since 1990s, the research on innovation has been doing energetically in 

Japan. But not all of researches have got to the stage what a true level shoaled be. 

Specially, a lot of researches on the structure of innovation quoted a viewpoint 

mainly from westerns' books and lacked original standpoint. Therefore, this paper 

tried to make the structure of innovation is clear, after investigated the origin of in-

novation, the application in Japan and the definitions. 
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1.は じ め に

1990年 代 中頃 か ら,イ ノベ ー シ ョ ンと い う言 葉 は学 界 と産 業 界 を 問 わ ず 頻 繁 に使 わ れ て

い る。 「00の イ ノベ ー シ ョ ン」を名 付 け た著 書 も多 く出 さ れ て い る。 そ の う ち,流 行 に乗 っ

て 「イ ノベ ー シ ョン」 と い う言 葉 を 書 名 に取 り入 れ る もの も あ るの で はな いか 。 言 い換 え

れ ば,イ ノベ ー シ ョンそ の もの につ い て の研 究 は,必 ず し も深 く行 って い る とは言 え な い。

例 え ば,イ ノベ ー シ ョン と い う言 葉 は いつ 日本 に導 入 され たの か 。 どん な 意 図 で 使 わ れ た

の か。 そ の 時 の 社 会 的 背 景 は ど う だ った の か。 そ の 後 の研 究 に どん な 影 響 を 及 ぼ した の

か 。 イ ノベ ー シ ョン は単 に ア イ デ ィ アな の か,そ れ と も結 果 な の か 。 また,イ ノベ ー シ ョ

ンは単 に技 術 の 革 新 を 指 す の か,そ れ と も あ らゆ る分 野 の 変 革 を 指 す の か 。 この よ うな こ

と につ いて,筆 者 の 寡 聞 か も しれ な い が,こ れ ま で あ ま り研 究 され て い な い の で は な い か。

しか し,イ ノベ ー シ ョ ンを 正 し く理 解 しな けれ ば,イ ノベ ー シ ョンの 研 究 や 実 践 な どを 引

き起 こす こ と は あ り得 な い と思 う。 この よ うな 問 題 意 識 を も って,筆 者 は数 年 間 にわ た っ

て 文 献 調 査 と研 究 を 行 い,自 分 の 見 解 を ま と め た。 まだ 十 分 で はな いが,一 学 者 の 研 究 成

果 と して 学 界 の 批 判 を 仰 ぎ た い。

2.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 語 源 と 日 本 で の 応 用

イ ノベ ー シ ョンの 語 源 は ラ テ ン語 の 「innovatio」(更 新 ま た は刷 新)に あ り,「innovatio」

が ま た 「novus」(新 しい)を ベ ー ス にす る(1)。そ れ に よれ ば,既 存 の 物 事 を 新 し くす る こ

と は,イ ノ ベ ー シ ョ ンの本 来 の意 味 で あ る こ とが分 か る。 英 語 の 「innovation」 と い う言

葉 は い つ 日本 に導 入 され た か が は っき り分 か らな い が,筆 者 の 調 べ に よ れ ば,昭 和31年

(1956年)の 「経 済 白書 』 が初 め て そ れ を 「技 術 革 新 」 に訳 した こ とが分 か った(2)。

技 術 立 国,電 子 立 国 な どの 目標 を 立 て て ア メ リカ に追 い付 く時 代 で は,革 新 と い う言 葉

が 往 々 に して 「技 術 革 新 」 につ な が って 使 わ れ て い た こ と も事 実 で あ る。 だ が,技 術 の 分

野 に 限 られ た ら,本 来 の意 味 を縮 小 した と言 わ ざ るを 得 な い。innovationに 対 す る認 識

(1)AlanWilliams(1999),"Creativity,Invention&Innovation",Allen&Unwin,xvii.StLeon-

andNSW.

(2)「 昭和31年 度版経済 白書』の第2章 第3節 「技術革新 と世界景気」に は,「 この ような投資活動

の原動力 とな る技術の進歩 とは原子力の平和的利用 とオー トメイ シ ョンによって代表 され る技術

革新(イ ノベー シ ョン)で あ る」 という記述があ る。
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の 進 歩 に伴 って,特 にバ ブル 崩 壊 後,日 本 企 業 は生 き残 るた あ に,技 術 の み な らず,購 買,

製 造,物 流,販 売,ア フ ター サ ー ビ ス,戦 略,人 事 制 度,組 織 構 造,コ ー ポ レー ト ・ガ バ

ナ ンスな ど経 営 にか か わ る あ りと あ らゆ る分 野 で 再 生 を 求 めて い るた め,「技 術 革 新 」と い

う言 葉 を 使 う人 は減 る一 方,「 経 営 革 新」 「人 事 革 新 」 「物 流 革 新 」 の よ う に,本 来 の意 味

を表 す 広 義 の 「革 新 」 を 使 え る人 が 増 え て き た 。 そ れ と 同 時 に,「 革 新 」 に含 ま れ る 「技

術 」 と い うハ ー ド面 を 避 け る た め に,ソ フ ト面 を 強 調 した い人 は漢 字 で はな く,カ タ カ ナ

を使 う よ う にな っ た。 特 に,1985年5月 に ピー ター ・ドラ ッカ ー(P.F.Drucker)の 「イ

ノベ ー シ ョ ンと企 業 家 精 神 』(ダ イ ヤ モ ン ド社)が 日本 で 出版 され た こ とが き っか け とな っ

て,「 イ ノベ ー シ ョ ン」 を使 う人 が 急 速 に増 え て き た。 しか し,カ タ カ ナ に抵 抗 感 を 持 つ

人 々 は む し ろ漢 字 の使 用 に拘 っ て い る。 い ず れ にせ よ,「 イ ノベ ー シ ョン」 も 「革 新 」 も

頻 繁 に使 わ れ る よ う にな っ た。

上 に述 べ た こ とを 検 証 す る た め に,筆 者 は 国立 国会 図書 館NDL-OPAC蔵 書 検 索 シ ス テ

ム を利 用 して,書 名 に 「革 新 」 ま た は 「イ ノベ ー シ ョ ン」 と い うキ ー ワー ドが 含 まれ る単

行 書 数 の 推 移 を調 べ て み た。 その 結 果,意 義 あ る事 実 を 発 見 した。

まず,最 初 に 「革 新 」 を 書 名 に入 れ たの は,明 治25年(1892年)1月 に 出版 され た 「大

革 新 』(天 眼鈴 木 力,斗 南 佃 信 夫 著,活 世 界 号)で あ った。 「革 新 」 と い う言 葉 は,ず っ と

昔 か ら(少 な くと も唐 の 時 代,す で に 「永 貞(西 暦805年)革 新 」 とい う事 件 が起 きた)

中国 に使 わ れ て い るの で,著 者 の 発 明 で はな か っ た。 しか し,初 めて この 言 葉 に注 目 し,

それ を著 書 の タ イ トル に入 れ た こ とか ら著 者 の 漢 文 に関 す る造 詣 が 深 か った こ とが うか が

え る。1911年 まで の20年 間,す な わ ち明治 時代 この よ うな単 行書 は,合 計23点 あ った。 「財

政 革 新 」 「実 業 革 新 」 「仏 教 革 新 」 「制 度 革 新」 「教 授 革 新 」 「教 育 革 新 」 「貿 易 革 新 」 「産 業

革 新 」 な ど真 新 しい コ ンセ プ トが 相 次 いで 出 され た。

次 の 大 正 時 代,書 名 に 「革 新 」 と い う言 葉 を 含 む 単 行 書 の 数 は,73点 に上 った 。 新 た に

生 ま れ た コ ンセ プ トとい え ば,「 農 政 革 新 」 「組 織 革 新」 「政 界 革 新 」 「生 活 革 新 」 な ど10

あ っ た。

昭 和 時代 に 入 り,「 革 新 」 を 書 名 に入 れ る単 行 書 は次 第 に 増 え,1938年 の39点 で戦 前 の

ピー ク に達 し,1945年 まで 合 計240点 も数 え た。 新 しい コ ンセ プ トに加 え た の は,「 政 党 革

新 」 「政 策 革 新 」 「社 会 革 新 」 「国家 革 新 」 「保 険 革 新 」 「経 済 革 新 」 な ど15あ った。

戦 後 か ら1956年 ま で,学 問 の 谷 と も言 え る時 期 な の で,「 革 新 」 とい う言 葉 を書 名 に入

れ た単 行 書 はわ ず か9点 しか な く,平 均 して1年 に1点 もな か った 。

こ こ まで,「 革 新 」 に 関す る新 しい コ ンセ プ トが た く さん 出 され た が,ま だ 「技 術 革 新 」
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と い う キ ー ワ ー ドが 見 当 た らな か っ た。 言 い換 え れ ば,こ れ まで の 使 い方 は割 に 「革 新 」

の あ るべ き意 義 に近 い。 最 初 に 「技 術 革 新 」 と い う言 葉 を 書 名 に入 れ た の は,日 本 経 営 学

会 で あ る。1957年 に東 京 大 学 経 済 学 部 か ら出版 され た 日本 経 営 学 会 第30回 大 会 報 告 要 旨の

タ イ トル は,「 技 術 革 新 と経 営 学 の課 題 』 で あ っ た。 こ れ は,前 年 度 に 出 さ れ た 「経 済 白

書 』 と関 係 が あ っ た と思 わ れ る。 翌 年 の1958年,書 名 に 「革 新 」 が 含 まれ る単 行 書 は12点

出 され たが,そ の う ちの7点 が 「技 術 革 新 」 を 述 べ て い る。 したが って,日 本 の 産 官 学 が

技 術 革 新 に注 目 しは じめ たの は1956年 で あ っ た こ とが 間 違 いな いだ ろ う。

そ の後,「 革 新 」 を 書 名 に入 れ る動 き は さ ら に加 速 し,時 々新 記 録 を 作 り出 して い た 。

2004年,そ の 数 は史 上 最 高 の63点 に達 した。 トー タル で 計 算 す る と,2007年 まで,そ の 数

は1,806点 で あ った。 詳 し くは,図1を 参 照 して くだ さい。 そ れ に よ れ ば,日 本 の 学 界 は,

「革 新 」 に つ い て の興 味 が ます ます 深 くな って い る の で は な い か と思 わ れ る。

図1「 革新」を書名 に入れる単行書数の推移

それ で は,「 イ ノ ベ ー シ ョ ン」の ほ う は ど うだ ろ う。 同 じ国 会 図 書 館 の デ ー タベ ー スを 利

用 して,次 の 結 果 を 得 た。

「イ ノベ ー シ ョ ン」と い う言 葉 を最 初 に書 名 に した の は,経 営 学 者 の 占部 都 美 で あ る。 同

氏 の1961年 に 出 した著 書 は,「 経 営 の イ ノ ベ ー シ ョ ン』(日 本 生 産 性 本 部)で,こ の 分 野 の

パ イオ ニ ア とな っ た。 その 後 の10年 間 は,い く ら検 索 して も デー タが な か った の で,研 究

の 空 白期 と言 わ ざ るを 得 な い。

1971年 か ら1985年 まで,こ の よ うな 著 書 が15点 あ っ たが,平 均 して 年 に1点 しか な か っ

た。 しか し,1986年 か ら事 情 が だ い ぶ変 わ り,「 イ ノベ ー シ ョ ン」 を 書 名 に入 れ た単 行 書

は年 間11点 もあ っ た。 それ は,一 年 前 ピー ター ・ ドラ ッカー の 「イ ノベ ー シ ョン と企 業 家
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精 神 』 が 日本 で 出版 され た こ と に関 連 す る と思 わ れ る。 その 後,10年 間 の 停 滞 期 を 経 て,

1997年 か ら再 び上 昇 を 始 め,2007年 に73点 の 最 高 記 録 を 作 り出 した 。(図2参 照)

図2「 イ ノベー シ ョン」を書名 に入れた単行書数の推移

これ ま で,「 イ ノベ ー シ ョ ン」 を書 名 に入 れ た 単 行 書 は合 計382点 あ るが,そ の う ち263

点(全 体 の69%)が,2000年 以 降 出版 され た もの で あ る。 したが って,日 本 の 学 界 が 本 格

的 に イ ノベ ー シ ョ ンを取 り入 れ て 研 究 す るの は,ま だ 十 数 年 く らいの 歴 史 しか な い と筆 者

は思 う。

と こ ろが,国 立 国 語 研 究 所 「外 来 語 」 委 員 会 が 公 表 した 『第2回 「外 来 語 」 言 い換 え 提

案 』(平 成15年11月13日)に は,「 イ ノベ ー シ ョン」 が リス トされ て い る。 しか も,四 段 階

に分 け る理 解 度 は,最 低 の 「★ ☆ ☆ ☆ 」 に止 ま って い る。 す な わ ち,そ の 語 を 理 解 す る人

が 国 民 の4人 に1人 に満 たず,最 も分 か りに くい外 来 語 で あ る。 したが って,公 的 な 場 面

で 用 い る こ と は避 け る方 が 望 ま しい と 同委 員 会 が 考 え て い る。 しか し,同 委 員 会 の 言 い換

え 提 案 はや は り 「技 術 革 新 」の た め,逆 戻 りの感 じが す る。 そ の他 の言 い換 え語 例 は,「 経

営 革 新 」 「事 業 革 新 」 「革 新 」 で あ る。 筆 者 は 「革 新 」 にす る方 が よ い と思 う。 な ぜ な ら,

「経 営」 「事 業 」 ま た は 「人 事 」 「情 報」 「物 流 」 「事 務 」 な ど数 え 切 れ な い ほ ど多 い言 葉 を

あ げて も,単 に 「革 新 」 を修 飾 す る複 合 語 に過 ぎな いか らで あ る。

3.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 定 義

イ ノベ ー シ ョン と い う と,経 済 学 者 の シ ュ ンペ ン ター(J.A.Schumpeter)を 思 い 出す
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人 が 多 くい る だ ろ う。 確 か に,辞 書 を 調 べ て み て も,「 ① 新 機 軸 。 革 新 。 ② 新 製 品 の 開発,

新 生 産 方 式 の 導 入,新 市 場 の 開 拓,新 原 料 ・新 資 源 の 開 発,新 組 織 の 形 成 な ど に よ って,

経 済 発 展 や 景 気 循 環 が も た らされ る とす る概 念 。 シ ュ ンペ ン ター の 用 語 」 と書 いて い るた

め,イ ノベ ー シ ョンに 関 す る シ ュ ンペ ンタ ー の影 響 が 強 い こ と が分 か る(3)。しか し,シ ュ

ンペ ンタ ー は いわ ゆ る 「新 結 合 」 を 説 明 す る と き に,こ の 五 つ の こ とを 取 り上 げた の で あ

る。 した が って,こ れ らを も って イ ノ ベ ー シ ョ ンを 定 義 す る こ とは 明 らか に 不 適 切 で あ

る。 言 葉 の 意 味 を 解 釈 す る こ とを 主 旨 にす る辞 書 に さえ 適 切 な 定 義 はな い と い う こ と は極

めて まれ な ケー スで あ る。 したが って,こ の 場 合,革 新 だ けを 強 調 す れ ば い いの で はな い

か 。 す な わ ち,「 旧来 の制 度 ・組 織 ・方 法 ・習 慣 な どを改 め て新 し くす る こ と」 で あ る④。

た だ し,こ の 定 義 は納 得 で き る もの と は言 え な い。

ドラ ッカ ー は 『イ ノベ ー シ ョン と起 業 家 精 神 』 の 中で 「イ ノベ ー シ ョン と は何 か 」 と い

う節 を設 けて,資 源 の 創 造,富 の 創 出能 力 の 増 大,社 会 的 イ ノベ ー シ ョン,需 要 側 と イ ノ

ベ ー シ ョ ンの 体 系,変 化,供 給 側 の イ ノベ ー シ ョ ン,イ ノベ ー シ ョンの た めの 七 つ の 機 会

な ど を た くさん 論 じて い る。 残 念 な が ら,は っ き り した定 義 を 出 して いな い。 定 義 ら しい

もの と いえ ば,次 の言 葉 だ け で あ る。 「ま さ に イ ノベ ー シ ョン と は,技 術 とい うよ り も,経

済 や社 会 に か か わ る用 語 で あ る。 イ ノベ ー シ ョ ンは,J.B.セ イ が 起 業 家 精 神 を資 源 の 生

産 力 を変 え る こ と と規 定 したの と 同 じよ う に定 義 す る こ とが で き る。 あ る い は,近 代 経 済

学 者 が しば しば い う よ う に,供 給 にか か わ る概 念 よ りも需 要 にか か わ る概 念,消 費 者 が 資

源 か ら得 られ る価 値 や 満 足 を 変 え る こ と と定 義 す る こ とが で き る」(5)。だ が,最 初 の 定 義 は

単 に セ イの 起 業 家 精 神 につ いて の 定 義 を 転 用 す るだ けで あ る。 また,こ の よ う に転 用 した

ら,イ ノベ ー シ ョンは イ コー ル起 業 家精 神 そ の もの にな るた め,適 当 な定 義 とは言 え な い。

二 番 目の 定 義 も供 給 にか か わ る概 念 を 否 定 し,需 要 にか か わ る概 念 を 強 調 す る よ う に見 ら

れ るが,そ の 言 葉 の 後 に コ ン テ ナ船 を 例 にす る供 給 側 の イ ノベ ー シ ョンの 話 が す ぐ出て き

た た め,論 点 の 矛 盾 と言 わ ざ るを 得 な い。

ロ ジ ャー ズ(EverettM.Rogers)は,「 イ ノベ ー シ ョン は,個 人 も し くは,他 の採 用

単 位 に よ って 新 しい もの と知 覚 され た ア イ デ ィ ア,行 動 様 式,物 で あ る」 と い う定 義 を 下

した(6>。こ の定 義 は,ド ラ ッ カー の それ よ り簡 潔 で か つ 包 括 的 な もの な の で,分 か りや す

(3)松 村明監修(1995),『 大辞泉』小学館pp.180.

(4)同 上pp.472.

(5)P.E.ド ラ ッカー(上 田惇生 訳)(1997),『 イ ノベー シ ョンと起業家精神(上)』 ダイヤモ ン ド

社PP.49.

(6)E。M.ロ ジャーズ(青 池慎一 ・宇野喜康監訳)(1990),『 イ ノベー シ ョン 普及学』産能大学出

版部pp.18.

6(494)



イ ノベー シ ョンの構造(徐)

い。 だが,こ の 定 義 に含 まれ る ア イデ ィ ア は,新 しい考 え で あ り,行 動 で はな いの で,創

造 性 に属 す るが,イ ノベ ー シ ョ ンで はな い。 す な わ ち,ロ ジ ャー ズ は創 造 性 との 違 いを 区

別 せ ず イ ノベ ー シ ョンを 定 義 したの で あ る。 これ は,広 義 の イ ノベ ー シ ョンか も知 れ な い

が,創 造 性 研 究 者 に と って,創 造 性 と イ ノベ ー シ ョ ンは緊 密 に関 連 す る一 方,明 らか な 相

違 も存 在 して い る。 ま た,こ の 定 義 に含 まれ る行 動 様 式 と物 は,行 動 の プ ロセ ス と結 果 で

あ る と考 え られ る。

ウ ェス ト(MichaelA.West)と リカ ー ズ(TudorRickards)は,イ ノベ ー シ ョン に

つ い て次 の よ う に定 義 して い る。 「望 ま しい変 革 を 達 成 し,不 作 為 の ペ ナル テ ィー を 避 け

よ う とす る個 人,グ ル ー プ,組 織 の行 動 的,社 会 的 プ ロセ ス で あ る」(7)。こ の定 義 は,行 動

的,社 会 的 プ ロセ ス と い う こ と に ポ イ ン トを 置 くこ とを 評 価 す る に値 す るが,不 作 為 の ペ

ナル テ ィ ー を避 け よ う とす る と い う言 葉 が 分 か りに くい。

野 中郁 次 郎 と竹 内 弘 高 は,「 イ ノベ ー シ ョ ンは 人 間 一 人 ひ と りに 深 くか か わ る個 人 と組

織 の 自 己変 革 な の で あ る」 と強 調 した(8)。こ れ は筆 者 が 読 ん だ 文 献 の 中 に あ る最 も簡 潔 で

明 瞭 な 定 義 と言 え る。 この 定 義 に は上 に述 べ た ウ ェ ス トと リカー ズの そ れ と似 て い る と こ

ろが あ る。 す な わ ち,個 人,組 織 変 革 で あ る。 自 己変 革 を 行 動 の プ ロセ ス と して 捉 え る

な ら,両 者 の 共 通 点 が も っ と多 く見 られ る。

4.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 構 造

イ ノ ベ ー シ ョ ンは 変 革 の プ ロ セ ス と結 果 で あ る こ とが 上 に述 べ た 定 義 に よ って 分 か る

が,そ の 変 革 は 同 じ レベ ル で 起 こ る こ とで はな い。 す な わ ち,イ ノベ ー シ ョン に は い くつ

か の 階 層 が あ る。 変 革 の 難 しさ と社 会 的 影 響 か ら言 え ば,プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョン,

プ ロ セ スの イ ノベ ー シ ョン,ビ ジネ スの イ ノベ ー シ ョン と社 会 的 イ ノベ ー シ ョンが あ る。

次 に,そ れ ぞれ 述 べ る。

4.1プ ロダ ク トの イ ノベ ー シ ョン

こ こで い う プ ロ ダ ク トは,有 形 の もの で あれ ば,無 形 の もの で も あ る。 す な わ ち,個 人

ま た は組 織 の 身 近 な 物 事 で あ る。 具 体 的 に いえ ば,製 品 を 作 って い る会 社 が そ の 製 品 を よ

(7)M.A.West,T.Rickards(1999),"lnnovation"inMarkA.Runco,StevenR.Pritzker

(eds.),"EncyclopediaofCreativity",Vol.2,AcademicPress,pp.45.SanDiego.

(8)野 中郁次郎,竹 内弘高(梅 本勝博 訳)(1996),「 知識創造企業』東洋経済新報社pp.11-12.
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り良 くす る た め に行 っ た変 革(例 え ば,品 質 の 改 善,機 能 の 向 上,コ ス トの 削 減,外 観 の

美 化,納 期 の短 縮,ア フ ター サ ー ビスの 強 化 な ど)は プ ロダ ク トの イ ノ ベ ー シ ョ ンで あ る。

ま た,サ ー ビス を提 供 す る組織 が そ の サ ー ビス の質 を 改善 す るた め に行 った変 革(例 え ば,

サ ー ビスエ リアの 拡 大,顧 客 層 の 細 分,顧 客 満 足 度 の 向 上,個 人 情 報 漏 れ の 防 止 な ど)も

プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョンで あ る。

日常 の 生 活 に お いて も,プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョンの 事 例 を よ く目 に入 れ た こ とが あ

る。 例 え ば,家 庭 用 エ ア コ ンは,室 温 コ ン トロー ル とい う単 一 の機 能 か ら,定 時,無 騒 音,

風 の 方 向 と強 さの 調 節 な ど多 機 能 へ 発 展 して き た。 最 近,メ ー カー が 売 り出 した の は,殺

菌 機 能 を持 つ エ ア コ ンで あ る。 ま た,イ ンタ ー ネ ッ トプ ロバ イ ダ ー のe-mailサ ー ビ スの

変 化 を プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョン と見 な して も よ い。 例 え ば,数 年 前,メ ー ル ボ ック ス

の 個 数 に は制 限 が あ る た め,家 族 利 用 の 場 合,不 便 さが あ っ たが,現 在,こ ん な 制 限 は無

くな っ た。 メ ール ボ ック スの 容 量 につ いて も 同 じで あ る。 容 量 が 小 さ い時,画 像 フ ァ イル

の 転 送 は難 しか っ た。 しか し,現 在 の メー ル ボ ック ス は ほ とん ど数 メ ガ にな った た め,画

像 フ ァイル の 転 送 は大 分 楽 にな っ た。

プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョ ンは,あ らゆ る と こ ろ に存 在 す る た め,イ ノベ ー シ ョンの 第

一 段 階 で あ る
。 言 い 換 え れ ば,プ ロ ダ ク トの イ ノ ベ ー シ ョン は随 時 に起 こ す こ と が で き

る。 一 方,身 近 な 物 事 の た め,人 間 の 生 まれ つ きの 惰 性 で 見 落 とす 可 能 性 が 高 い。 毎 日見

て い る ま た は取 扱 って い る物 事 で あれ ば,他 人 か らおか しい と言 わ れ な い限 り,す で に慣

れ て い る た め,恐 ら くおか しい と は感 じな いだ ろ う。 したが って,プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー

シ ョ ンの チ ャ ンスが い た る と こ ろ に存 在 す る に もか か わ らず,見 慣 れ た もの を 見 慣 れ な い

もの にす る(シ ネ ク テ ィ ク スで い う馴 質 異 化)と い う心 理 的 準 備 が 整 って いな けれ ば,そ

の チ ャ ンス をつ か まえ る はず はな い。

こ こで い う心 理 的 準 備 と は,創 造 性 にか か わ る創 造 的 心 理 で あ る。 す な わ ち,何 か の 不

便 さ,不 都 合,効 率 の 低 さを 感 じる時 に生 じる 「な ん とか しよ う」 と い う 内的 衝 動 で,創

造 的 人 間 の 心 理 的 特 徴 で あ る。 強 調 しな けれ ばな らな いの は,い わ ゆ る創 造 的 人 間 が 少 数

の 科 学 者,芸 術 家,理 論 家 だ けで な く,生 産 の 第 一 線 で 働 くサ ラ リー マ ン,商 店 街 で 店 を

経 営 して い る お じい ち ゃん と お ば あ ち ゃ ん,な い し専 業 主 婦 な ど多 数 の人 々を 含 め て い

る。 な ぜ な ら,プ ロダ ク トの イ ノベ ー シ ョンは,技 術 者 た ち が研 究 室 で一 生 懸 命 考 え た り,

実 験 した り して 完 成 した もの が あれ ば,セ ー ル ス マ ンが 販 売,流 通 の 各 段 階 で 販 売 店,輸

送 業 者,消 費 者 か ら集 め た意 見 を も と に して 完 成 した もの も あ るか らで あ る。

家 庭 用 洗 剤 や 化 粧 品 の 分 野 で ヒ ッ ト商 品 を 連 発 した花 王 の プ ロ ダ ク ト ・イ ノベ ー シ ョン
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は,ま さ にそ うで あ る。1987年 発売 以 来 ず っ と販 売 量 全 国一 の座 を守 って い る 「ア タ ッ ク」

で 言 え ば,開 発 前 に も発 売 後 に も消 費 者 の 意 見 を 多 く取 り入 れ て い るた め,生 産 者 と消 費

者 が 共 同で 行 って い る プ ロ ダ ク ト ・イ ノベ ー シ ョン と も言 え るの で はな いか(9)。

4.2プ ロセ ス の イ ノベ ー シ ョン

こ こで い う プ ロセ ス は,製 品 ま た はサ ー ビスを よ り良 い方 法 で 作 る また は提 供 す る各 段

階 で あ る。 主 に,製 造 工 程,生 産 方 式 の 変 革 にか か わ る。 例 え ば,炭 鉱 の 作 業 に必 要 な エ

ネ ル ギ ー は,畜 力,水 力 か ら蒸 気 機 関,電 気 へ の変 化 は,明 らか に プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョ

ンで あ る。 自動 車 の 生 産 は,19世 紀 末 頃 の手 作 りか ら,20世 紀 初 期 の 「フ ォー ドシス テ ム」

を代 表 とす るベ ル トコ ンベ ア式 を 経 て,さ ら に20世 紀 の 後半 に生 ま れ た 「トヨタ生 産 方 式 」

へ の 変 化 も 同 じで あ る。

近 年,日 本 の 産 業 界 と くに電 気 産 業 で 普 及 しつ つ あ るの は 「セ ル 生 産 方 式 」 で あ る。 そ

れ は,山 田 日登 志PEC産 業 教育 セ ンタ ー所 長 が 開 発 した 手 法 で あ る。 「セル 生 産 方 式 」が

人 気 を集 め たの は,設 備 投 資 の 不 要,機 械 メ ン テ ナ ン スの 削 減,エ ネ ル ギ ー の 節 約,仕 掛

け品 の 解 消,倉 庫 スペ ー スの 活 用,従 業 員 や る気 の 高 揚,生 産 性 の 向 上 な どた くさん の メ

リ ッ トが あ るか らで あ る。 キ ヤ ノ ンの 例 で 言 え ば,全 世 界54の 工 場 で 廃 棄 した ベ ル トコ ン

ベ ヤ ーの 長 さ は20キ ロ余 りに もな り,自 動 倉 庫48シ ス テ ムを 撤 去 した た め,合 計 で86万9

千 平 方 メ ー トル の スペ ー スが 空 き,ま た契 約 社 員 の 調 整 に よ って 約 一 万 人 分 の 人 件 費 を 節

約 した。 さ らに,外 部 か ら借 りて い た29ケ 所 の 倉 庫 も要 らな くな り,製 造 原 価 が 一 層 下

が っ た。 作 る製 品 その もの は変 わ って いな いが,作 る方 法 が 変 わ った た め,プ ロセ スの イ

ノベ ー シ ョ ンの 典 型 的 な 成 功 例 で あ る⑩。

製 造 業 だ けで な く,サ ー ビ ス業 につ いて も プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョン は可 能 で あ る。 そ

の 代 表 は,セ ブ ン ーイ レブ ンで あ る。 消 費 者 の 要 望 に応 え るた め に,便 利 性 を め ぐって い

ろ い ろ工 夫 して い る。 単 純 な 物 売 りか ら,公 共 料 金 の収 納 代 行,小 荷 物 の 宅 配,チ ケ ッ ト・

切 符 の 販 売,音 楽 ・イ ベ ン ト情 報 の提 供,ATMの 設 置,コ ピー,FAX,デ ジ タル カ メ ラ

の 即 時 現 像 まで,時 代 の 変 わ りに相 応 しいサ ー ビ スを 次 か ら次 ヘ ス ター トす るた め,広 く

消 費 者 に愛 顧 され て い る。 す な わ ち,近 所 の 住 民 の 日常 生 活 にか か わ るサ ー ビ スを 提 供 す

る こ と は一 向変 わ って いな いが,ど の よ う にサ ー ビ スを 提 供 す るか が 随 分 変 わ って い る。

よ り大 きな 範 囲 で いえ ば,企 業 組 織 の 既 存 の 運 営 シ ス テ ムを 見 直 して よ り効 果 的 に働 く

(9)平 林千春 ・広川州伸(2004),「 花王強 さの秘密」実業之 日本社pp。137-145。

⑩ 御手洗冨士夫(2004),『 キヤ ノン流現場主義』東洋経済新報社pp.137-140.
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た あ の リエ ンジ ニ ア リ ング もプ ロセ ス の イ ノベ ー シ ョンで あ る。 ダベ ンポ ー ト(Thomas

H.Davenport)は,「 プ ロセ ス ・イ ノベ ー シ ョ ンと い う用 語 は,新 しい仕 事 の 戦 略 の 立 案

と,実 際 の プ ロセ ス ・デ ザ イ ン活 動,お よ び複 雑 な 技 術 的,人 的,組 織 的 側 面 で の 変 革 の

実 施 な ど,す べ て を 含 ん で い る」 と指 摘 した(ll)。カル ロ ス ・ゴー ン(CarlosGhosn)が 日

産 で 力 強 く推 進 して い た変 革 は,プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョンの ほか にな らな い。 彼 の リー

ダ ー シ ップの も とで 出来 上 が っ た ク ロ ス ・フ ァ ン ク シ ョナ ル ・チー ム(CFT)や 「リバ イ

バ ル プ ラ ン」 や 「日産180」 な ど は,す べ て 車 の 設 計 ・デ ザ イ ン,開 発,製 造,マ ー ケ

テ ィ ング,販 売 な どの プ ロセ スを 良 くす る た めの イ ノベ ー シ ョンで あ る。

4.3ビ ジネ ス の イ ノベ ー シ ョン

プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョン と プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョンの 次 の 段 階 は,ビ ジネ スの イ

ノベ ー シ ョ ンで あ る。 プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョン は,よ り良 い製 品(サ ー ビ ス)を 作 る

(提供 す る)た め の変 革 で,プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョ ンは製 品 また はサ ー ビ スを よ り良 い方

法 で 作 る ま た は提 供 す る た めの 変 革 で あれ ば,ビ ジネ スの イ ノベ ー シ ョン は,製 造 業 また

はサ ー ビス業 その もの に変 化 を も た らす た めの 変 革 で あ る。 分 か りや す く言 え ば,ビ ジネ

ス モ デ ル の変 革 で あ る。 ポ ー タ ー(MichaelE.Porter)の 理 論 に よれ ば,競 争 戦 略 はそ

の 企 業 が 参 入 して い る各 々の 事 業 分 野 で,い か に して 競 争 優 位 を 生 み 出 して い くか を テー

マ と して い る に対 し,企 業 戦 略 は どの 事 業 分 野 に参 入 す るか と い う問 題 と,多 くの 事 業 部

を ど うや って 統 括 して い くか と い う問 題 で あ る。 したが って,プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョ

ンと プ ロ セ スの イ ノベ ー シ ョン は,競 争 戦 略 にか か わ るが,ビ ジネ スの イ ノベ ー シ ョン は

企 業 戦 略 にか か わ るの で はな いか と思 わ れ る。

ヤ マ ト運 輸 の宅 急 便 事 業 も ビジ ネ ス の イ ノベ ー シ ョンの 絶 好 例 で あ る⑫。 従 来 の トラ ッ

ク輸 送 の ビジネ ス モデ ル(BtoB)は,ま と めて 集 荷 して ま と めて 配 達 す る と い う こ とで

あ る。 す な わ ち,大 口輸 送 は ビ ジネ スの 成 立 す る基 本 とな る。 そ の 場 合,大 口の 取 引 先 を

持 つ 業 者 は有 利 で あ る。 ま た,大 型 トラ ックを 多 く所 有 す る業 者 が 有 利 で あ る。 しか し,

ヤ マ ト運 輸 の 小 倉 昌男 社 長(当 時)が 個 人 の 宅 配 市 場 の 存 在 を 見 越 して,常 識 に反 す る決

断 を下 した。 結 局,宅 急 便 とい う新 しい 業 種(BtoCお よ びCtoC)を 作 り 出 した 。 仮

に,従 来 の ビジ ネ ス モ デル に こだ わ って,取 引 先 の 開 拓 や トラ ックの トン数 の 拡 大 な ど に

qDト ーマス ・H・ ダベ ンポー ト(ト 部正 夫他訳)(1994),『 プ ロセス ・イ ノベー シ ョン』 日経BP

pp.10.

⑫ 小倉昌男(1999),『 小倉昌男 経営学」 日経BP社pp.57-115.
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止 ま るな らば,せ いぜ い プ ロ ダ ク トの イ ノベ ー シ ョン にな るだ ろ う。 しか し,宅 急 便 事 業

は,集 荷,料 金 の 計 算 と支 払 い,伝 票 の 貼 付 け,車 の 配 置,走 るル ー ト,配 達 の 日数 と時

間 帯 な ど,あ らゆ る面 で 従 来 の や り方 と違 う た め,斬 新 な ビジネ スモ デ ル の ほか にな らな

い○

古 本 屋 の ブ ックオ フ も ビジネ スの イ ノベ ー シ ョンを 起 こ した た め,全 国 的 に事 業 を 展 開

して い るの で あ る⑱。 そ の ビジネ スの イ ノベ ー シ ョ ンは,次 の と ころ に 表 して い る。1)神

田神 保 町 にせ よ,商 店 街 の 一 角 にせ よ,ど こ に も見 られ る色 槌 せ の 古 本 が 天 井 まで 積 み 重

ね て い る風 景,ま た息 苦 しい,暗 い,高 価 な どの 古 本 屋 の 風 景 を 一 変 して,気 軽 い,明 る

い,安 い と い う総 合 本 屋 の イ メー ジを 作 り出 した。2)回 転 率 を 加 速 す るた め に,安 く買

取 り高 く売 りと安 く買 取 り安 く売 りを タ イ ミン グ よ く実 施 す る。 例 え ば,数 年 以 内 出版 さ

れ た本 は100円 で 買 い取 って,多 少 手 入 れ を して 定 価 の半 額 で 売 り出す 。3ケ 月 で売 れ な

けれ ば,す ぐ100円 の値 札 を付 け直 す 。 そ れ以 外 の本 はす べ て10円 か20円 で買 い取 って100

円 で売 り出 す 。 あ ま り古 す ぎ る もの(例 え ば,バ ー コー ドが な い もの),表 紙 を無 くした

もの,汚 れ た もの,破 れ た もの は一 概 に買 取 りを しな い。100円 の 売 値 は消 費 者 に と って 確

か に安 いが,買 値 で 考 え れ ばや は り数 倍 の 利 益 を 得 る。 半 額 で 売 れ た もの で あれ ば,さ ら

に十 数 倍 の 利 益 が 確 保 で き る。3)買 取 りの 基 準,手 入 れ の 方 法,商 品 の 管 理 な ど はす べ

て 分 か りや す く決 め られ て お り,本 の 価 値 の 鑑 定 や 売 価 決 めな ど煩 わ しい こ とを 無 く した

た め,ア ル バ イ トと して 入 店 した ばか りの 人 で も数 日後 仕 事 が で き る。 トレー ニ ン グの 時

間 と コス トを大 幅 に 削 減 した。4)ど こ の 本 屋 も認 め な い 長 時 間 の 立 ち読 み を 認 め るた

め,消 費 者 の 気 持 ちを 楽 に した。 この よ うな イ ノベ ー シ ョン は広 く消 費 者 に歓 迎 され て,

男 女 老 若 を問 わ ず,い つ も店 が 賑 わ って い る。 これ こ そ,全 国1,040店 舗(2008年3月31日

現 在)を 経 営 して い る ブ ックオ フの ビ ジネ スの イ ノベ ー シ ョンで あ る。

4.4社 会 の イ ノベ ー シ ョン

社 会 の イ ノベ ー シ ョン は,社 会 全 体 に影 響 を 与 え る変 革 で,イ ノベ ー シ ョンの 最 高 の 段

階 で あ る。

ドラ ッカ ー は,日 本 の 開 国 か ら経 済 強 国 まで の 道 の りを 社 会 的 イ ノベ ー シ ョン と見 な し

て い る。 彼 は,「 日本 に と って は,社 会 的 イ ノベ ー シ ョ ンの ほ うが 蒸 気 機 関 車 や 電 報 よ りも

は るか に重 要 だ っ た。 しか も,学 校 や 大 学,官 僚 機 構 銀 行,労 使 関 係 の よ うな 社 会 的 機

⑱ 村野ま さよ し編(2003),「 ブックオ フの真実』 日経BP社pp.80-82;106-109.
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関 の 発 展,す な わ ち社 会 的 イ ノベ ー シ ョンの ほ うが,蒸 気 機 関 車 や 電 報 の 発 明 よ りも は る

か に難 しか っ た」 と強 調 したω。

第 二 次 世 界 大 戦 が 終 わ って 以 来,世 界 範 囲 で 見 れ ば,ド イ ツ,イ タ リア,日 本 の 戦 後 復

興,韓 国 ・シ ンガ ポー ル な どNIESの 台 頭,レ ー ガ ン元 ア メ リカ大 統 領 時 代 の 産 業 構 造 調

整 と雇 用 創 出,フ ラ ン ス ・ ドイ ツ に よ る ヨー ロ ッパ ー 体 化 の 推 進,旧 ソ連 の ペ レス トロ イ

カ,中 国 の 経 済 改 革 と対 外 開 放 な ど,い ず れ も社 会 の イ ノベ ー シ ョンで あ る。

1980年 代 以 降,世 界 各 国 の 社 会 の イ ノベ ー シ ョンの 中,最 も成 功 した の は,中 国 の 経 済

改 革 と対 外 開 放 で あ る に違 いな い。 この 社 会 の イ ノベ ー シ ョンが もた ら した 効 果 はす で に

国 境 を越 え て,世 界 の 経 済 に影 響 を 与 え て い る。

上 に述 べ た こ と に よ って,社 会 の イ ノベ ー シ ョン は,個 人 また は組 織 が 起 こ した 変 革 で

はな く,一 国 の 政 府 あ る い は 自治 体 の 行 動 で あ る こ とが 分 か る。

指 摘 しな けれ ばな らな いの は,こ れ まで イ ノベ ー シ ョンの構 造 を プ ロダ ク ト,プ ロセ ス,

ビジ ネ ス,社 会 と四 つ の 視 点 か ら述 べ たが,こ れ は決 ま っ た順 番 で はな い。 プ ロ ダ ク トか

らス タ ー トす る イ ノベ ー シ ョン も あ る し,社 会 か ら始 ま る イ ノベ ー シ ョン も あ る。 また,

互 い に 関 係 が 無 く行 わ れ た イ ノ ベ ー シ ョ ン も あ る し,緊 密 に関 連 して 行 わ れ る イ ノ ベ ー

シ ョ ンも あ る。

5.イ ノ ベ ー シ ョ ン の 特 徴

5.1成 功 と失 敗 の共 存

イ ノベ ー シ ョン は個 人 ま た は組 織 が 物 事 を よ り良 くす る た め に起 こ した 変 革 の プ ロセ ス

と結 果 で あ る と上 に述 べ たが,必 ず しも成 功 す るわ けで はな い。 す な わ ち,失 敗 す る可 能

性 が 十 分 あ る。 現 状 の ま ま何 もや らな けれ ば,倒 産 寸 前 の よ うな 極 端 的 な 例 を 除 いて,特

に生 き残 れ な い状 態 に はな らな い。 したが って,人 間 は現 状 に満 足 しが ちで あ る。 しか し

な が ら,進 歩 と発 展 を 求 め る に は,現 状 を 打 開 しな けれ ばな らな い。 そ うす れ ば,必 然 的

に既 存 の シ ス テ ムの 再 構 築,経 営 資 源 の 再 分 配 な どの 問 題 に直 面 す る。 言 い換 え れ ば,既

存 の 物 事 に ア ンバ ラ ン スが 生 じる リス クが あ る。 この リス クを 避 け るた め に,ま ず や る必

要 が あ るの は,意 識 の 改 革 で あ る。 日産 にや って きて ま もな く,ゴ ー ン は,日 産 の 最 大 の

問 題 は外 部 で はな く内部 に あ る こ と に突 っ込 ん だ 。 す な わ ち,日 産 の 社 員 に は危 機 意 識 が

ωP.E。 ドラ ッカー(上 田惇生 訳)(1997),『 イ ノベー シ ョンと起 業家精神(上)』 ダイヤモ ン ド

社pp.48.
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な か っ た。 したが って,彼 は い ち早 くこの 問 題 の 解 決 に力 を 入 れ た 。 ま さ に彼 が 言 う よ う

に,「 日産 リバ リバ ル プ ラ ンの本 質 は意 識 革 命 で あ る」⑮。

ま た,イ ノベ ー シ ョンが 成 功 す るか ど うか を 判 断 す るの は,イ ノベ ー シ ョンを 起 こす 主

体(イ ノベ ー ター)で はな く,カ ス タ マー で あ り,マ ー ケ ッ トで あ る。 これ につ いて,ド

ラ ッカ ー の論 点 が 参 考 に な る。 す な わ ち,「 イ ノベ ー シ ョ ンが 成 功 す るか ど うか は,そ の

新 奇 性,科 学 性,知 的卓 越 性 に よ っ て で は な く,市 場 で 成 功 す る か ど う か に よ っ て 決 ま

る」⑯。

5.2内 発要 因 と外 発要 因 の共 存

物 事 を よ り良 くす る た め につ ね に何 か で きな いか を 考 え て い る個 人 と組 織 に と って,イ

ノベ ー シ ョ ンが 内発 的 な 行 動 で あ る こ と は言 う まで もな い。 そ の 他 に,自 分 自身 はそ こ ま

で 考 え て いな いが,外 部 か らの 圧 力 や 法 律 や 政 府 の 規 制 な ど に よ って,イ ノベ ー シ ョンを

起 こ さ ざ る を得 な い場 合 も あ る。 例 え ば,巨 大 な 資 本 を 持 つ 新 しい競 合 者 の 現 れ は,す で

に 同 じ業 界 で ビジネ スを して い る企 業 に と って,大 きな 脅 威 に違 いな い。 そ ん な 場 合,恐

ら く選 択 肢 が 限 られ て い る。 イ ノベ ー シ ョ ンを 起 こ して 競 争 す る こ と と,な に もや らず に

市 場 か ら追 い 出 され て し ま う とい う道 しか な い。 ま さ に,激 流 の 中 を 川 上 へ 向 か う よ う

に,前 進 す る こ とが で きな けれ ば,後 退 を 避 け られ な い。 相 手 に買 収 され て 何 とか 生 き残

る道 も あ るか も知 れ な いが,い つ の 間 にか ブ ラ ン ドを 買 収 先 に統 一 され て 姿 を 完 全 に消 す

時 期 が来 る た め,生 き 残 る と は言 え な い。 ま た,製 造 物 責 任 法(PL法)や デ ィー ゼ ル 車

排 気 規 制 の 公 表 な ど に よ って メー カー は意 思 決 定 を せ ざ るを 得 な い こ と も あ る。 内発 と外

発 を問 わ ず,イ ノベ ー シ ョンを 起 こす と い う こ とか ら言 え ば,特 に差 はな い。

ま た,自 社 の 技 術(製 品 開 発 技 術,製 造 技 術,サ ー ビ スを 提 供 す る ノ ウハ ウな どを 含 め

る)に 注 目 して,イ ノベ ー シ ョンを 起 こす 場 合,筆 者 は それ を 一 種 の 内発 要 因 と見 な して

い る。 それ に対 し,マ ー ケ ッ トの 変 化 に注 目 して イ ノベ ー シ ョンを 起 こ した 場 合,筆 者 は

そ れ を 一 種 の外 発 要 因 と見 な して い る。 一 般 的 に言 え ば,技 術 系 の 企 業 は 内 発 要 因 が 強

く,サ ー ビス系 の 企 業 は外 発 要 因 が 強 い。 言 う まで もな く,内 発 要 因 と外 発 要 因 は切 り離

れ る もの で はな く,緊 密 に関 連 して い る。 例 え ば,マ ー ケ ッ トに注 目 して も,内 発 要 因 が

な けれ ば,や は りイ ノベ ー シ ョ ンを 起 こす こ とが で きな い。 逆 に,自 社 の 技 術 に注 目 して

⑮ カル ロス・ゴー ン(中 川治子訳)(2001),『 ルネ ッサ ンス 再生へ の挑戦』 ダイヤモ ン ド社pp.

217.

⑯P.F。 ドラッカー(上 田惇生訳)(1997),『 イ ノベー シ ョンと起 業家精神(上)』 ダイヤモ ン ド

社iv.
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も,そ れ を マ ー ケ ッ トに導 入 す る外 発 要 因 が な けれ ば,イ ノベ ー シ ョンを 起 こ し,か つ 成

功 に導 くこ と は あ りえ な い。

5.3持 続 性 と断続 性 の共 存

イ ノベ ー シ ョン を 同 じ会 社 で 起 こす 場 合,往 々 に して 機 能 の 向 上,使 い方 の 便 利 さ,小

型 化,コ ス トの 削 減 な どを 目指 して 展 開 す るの で,持 続 性 が 強 い。 と こ ろが,よ そ の 会 社

が あ る市 場 に新 規 と して 参 入 す る場 合,そ の イ ノベ ー シ ョン は非 連 続 的 で,つ ま り断 続 性

が 強 い。 例 え ば,真 空 管 テ レ ビを 製 造 して い る メ ー カ ー は,半 導 体 の 誕 生 に よ って 半 導 体

テ レ ビメ ー カ ー に市 場 か ら追 い 出 され て しま っ た。 半 導 体 テ レ ビメー カー は また 液 晶 テ レ

ビの 生 まれ に よ って 進 退 の 再 考 を 余 儀 な くされ た。 この よ うな 断 続 性 を 持 つ イ ノベ ー シ ョ

ンは,既 存 の 市 場 に破 壊 的 効 果 を も た らす た め,ハ ー バ ー ドビジネ ス ス クー ル の ク リス テ

ンセ ン教 授 が こ れ を 破 壊 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン と名 付 け た(1の。 断 続 性 を 持 つ イ ノ ベ ー シ ョン

は,新 しい技 術,新 しい材 料 の 応 用,ま た は新 しい法 律 や政 策 の施 行 に密 接 な 関係 が あ る。

筆 者 は断 続 的 イ ノベ ー シ ョン をA型 イ ノベ ー シ ョン と呼 ぶ 。 その イ メー ジ は図3に 示 し

て い る。 た だ し,A型 は 主 に プ ロ ダ ク トの イ ノ ベ ー シ ョン に適 応 す る。 プ ロセ ス の イ ノ

ベ ー シ ョ ンは必 ず しも そ うで はな い。 同 じ日産 の 例 で 言 え ば,ゴ ー ンが 推 進 して いた 「日

産 リバ イバ ル プ ラ ン」 「プ ラ ン180」 は いず れ も1年 目,2年 目,3年 目お よ び 中期 計 画 の

目標 を定 めて い る。 各 年 度 の 目標 は 中期 計 画 の 基 礎 にな る一 方,中 期 計 画 は前3年 度 の 結

果 の 継 続 で あ る。 全 体 と して,そ の プ ロセ スの イ ノベ ー シ ョン は明 らか に持 続 性 を 持 って

い る。 ま た,社 会 の イ ノベ ー シ ョン も持 続 性 を 求 め る。 仮 に,断 続 的 に行 うな ら ば,期 待

して い る効 果 を得 る こ とが で きな い。 したが って,筆 者 は持 続 性 と断 続 性 の 並 存 は可 能 で

図3A型 イ ノベ ー シ ョ ン 図4B型 イ ノ ベ ー シ ョン

⑰ ク レイ トン ・ク リス テ ンセ ン(玉 田俊 平 太 監 修/伊 豆 原 弓 訳)(2001),『 イ ノベ ー シ ョンの ジ レ

ンマ 』(増 補 改 訂 版)翔 泳 社PP・13.
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あ る 。 持 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン の イ メ ー ジ は 図4に 示 し て い る 。 筆 者 は こ の 種 の イ ノ ベ ー

シ ョ ン をB型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 呼 ぶ 。B型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 言 っ て も,一 直 線 の よ う に 順

調 に 進 ん で い く こ と は あ りえ な い 。 外 部 の 環 境 か ら影 響 を 受 け て,一 時 的 に 現 状 維 持 に な

り,場 合 に よ っ て 下 が る こ と も あ る 。 そ れ に も か か わ らず,全 体 の 流 れ は 右 に 上 が っ て い

る 。 仮 に,一 直 線 の よ う に右 下 が り に な っ た ら,そ れ は 失 敗 の ほ か に な ら な い 。 す な わ ち,

死 の 谷 に 陥 っ て し ま っ た 。

6.お わ り に

本 稿 は,ま ず イ ノ ベ ー シ ョ ン の 語 源 と 日 本 で の 応 用 か ら手 を 入 れ,文 献 調 査 に よ っ て こ

れ ま で 分 らな い 事 実 を い くつ か 明 らか に し た 。 す な わ ち,① 革 新 と い う 言 葉 は 最 初 に 著 書

の タ イ トル に 現 わ れ た の は,1892年 で あ る;② イ ノ ベ ー シ ョ ン と い う 言 葉 を 公 式 に 使 い 始

め た の は,1956年 当 時 の 経 済 企 画 庁 で あ る;③ 学 界 の イ ノ ベ ー シ ョ ン に 関 す る 本 格 的 な 研

究 は,ま だ 十 数 年 く ら い の 歴 史 しか な い 。 そ して,内 外 の 代 表 的 学 者 の イ ノ ベ ー シ ョ ン に

関 す る 定 義 を 考 察 し た う え,イ ノ ベ ー シ ョ ンの 構 造 を 重 点 的 に 探 究 し,プ ロ ダ ク ト,プ ロ

セ ス,ビ ジ ネ ス,社 会 と4つ の 視 点 か ら イ ノ ベ ー シ ョ ン の 本 質 を 論 じ た 。 言 う ま で も な く,

社 会 の イ ノ ベ ー シ ョ ン ま で 触 れ た と して も,論 述 の 中 心 は あ く ま で 企 業 に 関 わ る 分 野 で あ

る こ と は 明 らか で あ る 。 最 後 に,イ ノ ベ ー シ ョ ン の 特 徴 を 検 討 して,断 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ

ン をA型 イ ノ ベ ー シ ョ ン に,持 続 的 イ ノ ベ ー シ ョ ン をB型 イ ノ ベ ー シ ョ ン と して イ メ ー ジ

を 描 い て 論 じ た 。

参 考 文 献

1.MarkA.Runco,StevenR.Pritzker(eds.)(1999),"EncyclopediaofCreativity",Vol.2,Aca-

demicPress.SanDiego.

2.FangqiXu&TudorRickards(2007),"CreativeManagement:APredictedDevelopment

fromResearchintoCreativityandManagement",CreativityandInnovationManagement,

Vol.16,No.3,pp.216-228.

3.国 立 国 語 研 究 所 ホー ム ペ ー ジ,http://www.kokken.go.jp.

4.J.A.シ ュ ンペ ー タ ー(清 成 忠 男 編 訳)(1998),『 企 業 家 と は何 か 」 東 洋 経 済 新 報 社 。

5.W.J.J.ゴ ー ドン(大 鹿 譲 ・今 野 正 訳)(1964),『 シネ クテ ィ クス 』 ラテ イ ス。

6.常 盤 文 克(2000),『 「質 」 の 経 営 論 」 ダ イ ヤモ ン ド社 。

7.山 田 日登 志 ・片 岡 利 文(2001),「 常 識 破 りの もの づ くり』NHK出 版 。

8.マ イ ケ ル ・E・ ポー ター(竹 内 弘 高 訳)(1999),『 競 争 戦 略 論(1)(II)」 ダ イ ヤ モ ン ド社 。

15(503)


